Integral geometry on Riemannian homogeneous spaces by 姜 洪在
Integral geometry on Riemannian homogeneous
spaces
著者 姜 洪在
内容記述 Thesis (Ph. D. in Science)--University of
Tsukuba, (A), no. 2560, 2001.3.23
Includes bibliographical references
発行年 2001
URL http://hdl.handle.net/2241/5656
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K120】
　　　　　　　　　　　かん　　ほん　　ぜ氏名（国籍）　姜洪在（韓　国）
学位の種類博士（理学）
学位記番号　博甲第2560号
学位授与年月日　　平成13年3月23日
学位授与の要件　　学位規則第4条第1項該当
審査研究科　　数学研究科
学位論文題目　　1池gralGe㎝e術y㎝賄mannianHomogeneousSρaces
　　　　　　　　　　　（リーマン等質空間上の積分幾何学）
主査　筑波大学教授　理学博士　　　伊藤光弘
副査　筑波大学教授　理学博士　　　加藤久男
副査　筑波大学助教授　博士（数理科学）　山’崎　満
副査　筑波大学助教授　理学博士　　　田崎博之
論文の内容の要旨
　二次元定曲率空間内の二つの曲線に関するPoinCar6の公式は多くの数学者によって一般化され，現在では
昼owardが定式化し証明したRiemam等質空聞内のPo虹car6の公式が最も一般的である。このHowardによるPoinc班ξ
の公式は，Poincar6の公式の存在を示してはいるが，具体的なRiema㎜等質空間内のPoincar6の公式の具体的な形
が得られているものはあまり多くない。本論文では，幾つかのRiemam等質空問内の部分多様体に関するPoincar6
の公式を具体的な形で求めている。
　Poincar6の公式の具体的な形を求めるためには，Riemam等質空問の線形イソトロピー表現に関するある関数の
絶対値のイソトロピー群上の積分を具体的に計算する必要がある。そのためにLie群上の積分を余面積公式を利用
して次元の低い等質空問上の積分に帰着させて，具体的に積分を実行している。
　複素射影空間内の実曲面と複素超曲面に関するPoinc狐6の公式を実曲面のK註h1er角度を使って具体的な形で与
えている。そのために複素射影空問のイソトロピー群であるユニタリ群上の積分を次元の低い複素射影空問上の
積分に帰着させ，さらに複素射影直線上の積分に帰着させ具体的に積分の計算を実行している。
　複素射影平面内の二つの実曲面に関するPoincarξの公式も二つの実曲面のK捌er角度を使って具体的な形で与
えている。この場合の積分の計算は実4次元ベクトル空間上の二次外積空問へのユニタリ群の表現に関する関数
を扱うので，二次外積空問を自己双対空間と反自己双対空聞の直和に分解し，この分解を使って被積分関数の表
示を簡単にして積分を実行している。
　複素射影空問の場合は，部分ベクトル空間を特徴付けるK註b1er角度の三角関数を使ってPoincar6の公式を表現
できたが，二つの二次元球面の積の場合は，POinCarξの公式は部分空間を特徴付ける量の初等関数で表現すること
はできず，楕円積分を使って表現している。
審査の結果の要旨
　HowardによるPoincar6の公式の具体的な形が示されている例が少ない現時点で，複素射影空聞内の実曲面の
Poincaエ6の公式のK註h1er角度を使った具体的な表現は評価できる。さらにこの表現を求める際の積分の計算では，
Lie群上の積分を繰り返し次元の低い等質空問上の積分に帰着させて具体的な積分を実行する部分も評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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